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721 124 自然環境を慈しむ大学
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沖縄の生態を知る
沖縄本島の動植物を記録するコミュニティ・プロジェクト

再生可能 エネルギーの 新たな波
海洋波のパワー密度は、
他の多くの再生可能資源
と 比 べ て10倍 高 い。 し
かし、外洋から得たエネ
ルギーを変換・輸送する
のにかかる費用は、一般
的には非常に高くつく。
沖縄に移り、量子波光学
顕微鏡ユニットのユニッ
ト長のポストに就いた加
速器物理学者の新竹積教
授は、波力の活用方法を
見いだそうと夢中になっ
て取り組んでいる。新竹
教授のチームは、沖縄の
太平洋岸の利点を活かそ
うと、新しい発電機を開
発した。
　そよ風で回るおもちゃ
の風車のように波を受け
て回転するタービンだ。
この発電タービンは、日
本の海岸線に数多く置か
れているコンクリート製
のテトラポッドに設置で
きる。新竹教授は、「設
置 場 所 が 陸 地 に 近 い た
め、メンテナンスが容易
であり、陸地への電力輸
送を行いやすく、波が砕
け散る際の最も集中した
エネルギーを捉えること
ができます」と言う。こ
の発電機はまだ試験段階
だが、古い問題に対する
新 し い 視 点 が、
波エネルギーに
必要なブレーク
スルーになれば
よいと新竹教授
は考えている。




